
 1 

総合計画市民検討協議会 第１回報告書（健康・福祉 部会） 

記録者 中村 允彦 場所 市役所北庁舎第１・２会議室 

開催日時・場所 平成２３年１２月１０日（土） 午前１０時００分 ～１２時１５分 

出席者 

（ １２ 名） 

臼井 一眞 菅野 修逸 木田 幹郎 桑原 朊美 

鈴木 麻里絵 野村 香美子 横手 喜美子 渡邉 有子 

川村 昂史 木佐貫 博之 菅原 香理 中村 允彦 

    

傍聴者 ２名 （                          ） 

 

１．まちづくりの基本理念の見直しについて 

現計画 
まちづくりにあたって、市民が主体で、みんなにやさしく、安心で快適に暮らす

ことができるよう「人間性の尊重」を基本理念とします。【総合計画 290ページ】 

見直しの視点 

●追加すべき内容やキーワードは 

・安全な、長く住み続けられる、幸福感、持続可能な、という内容やキーワード

を追加したほうが良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●わかりにくいなどの理由で見直すべき内容は 

・「人間性の尊重」という言葉が難しくイメージしづらいので、具体的にイメー

ジしやすい表現、例えば「心のつながりを大切にする」などに変えた方が良い。 

 

 

 

 

 

 

 

●その他のご意見 

・そもそも現在の基本理念が市民に広く浸透していないと思われるので、もう少

し浸透するようなインパクトのある基本理念が良い。 

 

 

 

 

 

●は例示です。この他のタイトルもあれば追加してください。 

資料 ３ 
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２．都市像の見直しについて 

現計画 

心ふれあう 緑ゆたかな 住みよいまち 

※府中らしさが感じられるか、ふるさと意識を持てるかなどの観点を踏まえて検

討してください。                【総合計画 290 ページ】 

見直しの視点 

●追加すべき内容・キーワードは 

・未来、歴史、文化、平等なまち、魅力のあるまち、人づくり、利便性と生活文

化の調和、都市としての健康さ、次世代につながるという内容やキーワードを

追加したほうが良い。 

・府中には文化財とか自然とか企業とか、それぞれ良いものがたくさんあるが、

それらのつながりが不十分に感じるので、つながりがイメージできる表現が良

い 

 

 

 

 

 

●必要性の低い内容・キーワードは 

・特になし 

 

 

 

●見直し案は（検討できれば） 

 

 

 

●その他のご意見 

・現計画の都市像で良い。 

 

 

 

 

●は例示です。この他のタイトルもあれば追加してください。 

 

事務局への連絡事項 

 

 

 

 

 

 


